
















































































































































図ももつことはできない … もっとも … 秩序内で行動する個人には非常に役に
立つ …」と。つまり秩序は壁を越えるべく「諸要素（数は可変
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的要因の全体に帰せられなければならない





















































り …。これら有徳な本能は … 規則正しく動物世界を動かしているその他の本能と同





































































き … 普遍的な立場（… 他の人々の立場へと自分を置き換えることによって






























































「共通感覚 sensus communis は，ある共通の感覚 gemeinschaftlicher Sinn の理念，すなわ
ち，次のような判定能力の理念と理解されねばならない。この判定能力は，自分の反省
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
のうちで他のあらゆる人の表象の仕方を思想のうちで（
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
アプリオリに）顧慮する
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場に自分を置き換えることによ
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って起こるのである
4 4 4 4 4 4 4 4 4
。」（修正訳筆者，ルビは筆者）（29）
判断は「他のあらゆるひとの立場に自分を置き換えることによって起こる











































































































































































































　そして，この常識は共通感覚から生じている。common sense を OED で見











































































































































　 　「社会への傾向性によって美しいものに間接的に付随する関心であり … 経験的であ
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